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はじめに：東京で子育てをするということ 

 

「若者をその行く道にふさわしく教育せよ」…都心での子育てというと、何かと大変そう、と心

がくじけそうになりませんか。でも安心してください：都市の中で子どもを育てることは、短所よりも長

所の方がはるかに多く、子どもにとって素晴らしい経験となり、一生涯の糧となることでしょう。子ども

たちは私たち教会のコミュニティの一員であり、グレースシティチャーチでは、子どもたちを福音によっ

て立て上げながら、その親も支えていきたいいと願っています。 

 

教会は、みなさまが教会生活に結び付き、親としても家族としても成長し、仕えることができる

働きを探すお手伝いをします。それに加え、子どもたちへの働きかけにとどまらず、すでに子育てを終え

た（あるいはしている）先輩からの良きアドバイスも提供し、子育ての道しるべとなるような実際的なリ

ソースも提供していきたいと考えています。神様が愛しまれているこの都市でみなさまが健やかに暮らし、

ご家族に対する神様の計画を尊重できるよう、私たちは励まし、サポートしていきます。 

 

グレースシティチャーチのファミリーミニストリーは、都市において暮らし、その生活を受け入

れることを決めたファミリーが福音に生き、コミュニティや都市が繁栄するよう、励まし、訓練し、支援

していくことを目指しています。 

 

グレースシティヴィジョン  

G r a c e  C i t y  V i s i o n  

 

「東京都心にキリストの恵みの福音を満たすことにより、

人々の人生が新しくされ、都市が回復され、神の国が建て

上げられることを通して神の栄光をあらわします。」 

 

ミッション 

M i s s i o n  2 0 2 0  

 

「2020 年までに文化的に異なる 3 つの教会を建て上げ、

合わせて 1000 人のクリスチャンを生み出します。」 
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① ママ向けコミュニティグループ 

 

ママ向けコミュニティグループのねらいは、祈りや、ワーシップ、聖書の学びや交流のための環

境を整えることで、ママが福音によって新たにされ、より効果的に家族や隣人に仕えることができるよう

にするためです。メンバーの自宅で平日あるいは土曜日に開催されるこの会に、乳幼児はママと参加する

ことができます。乳幼児以上のお子さまは、この時間にぜひともお父さんと大切な時間を過ごしていただ

ければと思います。 

 

 

② 子育てのリソース 

 

グレースシティチャーチ東京は、福音を中心とした子育てについてのセミナーや、クリスチャン

の親のためのカウンセリング、専門家や他の親と子育てについてディスカッションできるような機会や場

を提供していきたいと考えています。グレースシティで互いをサポートし、励まし合う方法として、リソ

ースや経験の共有も挙げられます。本、インターネット、講習会、お店、遊び場、小児科などもお勧めす

ることができます。 

 

 

③ グレースキッズ 

 

目的 

 

グレースシティキッズは、子どもたちをキリストに導き、神様を中心とした生き方ができるよう

に励まし、都市の中にとどまり、暮らしていくことに決めた親のための子育て支援をすることで家族らを

勇気づけることを趣旨としています。ここで行われる教育、トレーニング、弟子訓練は、グレースシティ

チャーチのコアバリューや信念に基づいて行われます。 

 

コアバリューと信念 

 

1. 子どもたちは主の賜物 （詩篇１２５：３－５） 

2. 子どもたちは、その他の人間同様、重大な罪人であり、救い主を必要としている。（創世記８：２１、 

詩篇 ５１：５） 
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3. 子どもたちは恵みにおいて成長し、神の栄光を表すために御霊の賜物を用いることができる （第二ペ

テロ ３：１８、第一コリント１４：１２） 

4. 契約の中で、教会は子どもが主に従うように教育と訓練を施す約束をしており、それを全うする責任

がある。（洗礼時の誓約*、詩篇７８篇） 

 

 

*お子さんは、洗礼によって聖なる公同の教会に受け入れられ、神の家族に加えられました。キ

リストにあって新たに洗礼を授けられた、この兄弟／姉妹を心から歓迎しましょう。 

 

会衆：私たちは喜びと感謝をもって、あなたがたをキリストの教会に受け入れます。私たちはキ

リストにあってひとつだからです。私たちはあなたがたを愛し、励まし、支えることを約束しま

す。また、あなたがたがキリストを深く知り従うために、惜しみなく助けます。  

 

乳幼児について 

 

乳幼児は全体礼拝から得るものが尐なく、親の完全なる礼拝参加を妨げることもあることから、

教会では新生児から 3 歳までの乳幼児を対象としたナースリーを親やボランティアでできるだけ提供する

よう、努力しています。ナースリーは、グレースキッズルームで礼拝 5分前から礼拝終了後 5分までの間、

最低でも親一人とボランティア一人のチームで運営します。お子さまのために、充分な量の紙おむつ、お

尻拭き、お着替え一式、飲み物、おやつをカバンに入れて持ってきてください。持ち物には全て名前を記

載してください。ナースリーにカリキュラムはありませんが、スタッフは子どもたちを見守るだけでなく、

積極的に遊ぶことをします。おもちゃはこちらで提供します。お子さまのお気に入りのおもちゃを持ち込

む場合は、お迎えの際に必ず持ち帰るようにしてください。礼拝後は速やかにお子さまをお迎えください。

子どものお迎えは、その子の親に限らせていただきます。お迎え以後は、お子さんの監督責任はただちに

親に戻ることを留意してください。ナースリーを定期的に利用する親は、ベビーシットのローテーション

に入ることを期待されます。小さい子どもは必ずナースリーに預けなければならないというわけではあり

ません。礼拝中（あるいはその一部でも）子どもをご自身の近くにいさせた方が安心する、という場合は、

そのようにしていただいて構いません。  

 

考え方 

 

幼稚園・小学校期の子どもは、その年齢や発育状況に合わせたクラスで神様について学ぶのが最

も有益です。グレースシティチャーチのスタッフやインターンが神さまを愛し、礼拝することについて分

かりやすく学べるよう、お手伝いします。また私たちは、子どもたちを幼いうちから、全体礼拝への参加

の仕方について教える必要があると考えています。しかしながら、やはり彼らの発達段階にふさわしい教

えも受けさせたいと考えます。このような理由から、子どもたちには通常の礼拝のはじめの部分に一緒に
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参加し、親やグレースシティのコミュニティ全体から礼拝の仕方を学ぶよう、促しています。説教が始ま

る前になったら（聖書朗読含む）子どもたちは子ども礼拝の担当者と指定された部屋の、年齢に合わせた

教師の所へ行きます。会衆が説教を受けて賛美で応答する時間になったら、子どもたちはクラスを終えて、

献金、祈り、礼拝の終わりとなる祝福まで家族と一緒に参加します。グレースシティチャーチでは、ファ

ミリーが歓迎され、愛されていると実感できるようにしたい、というのが私たちの切なる願いです。神へ

の共同礼拝を実現する、というのが最大の願いでもあります。そのような理由から、お子様が周りの人々

の迷惑になるようなことがあった場合には、お子様をいったん礼拝の場から出して、他の人々の礼拝体験

が損なわれないよう、ご配慮願います。グレースシティチャーチでは、寛大な態度でもって子どもたちに

接することを常としていますが、グレースキッズスタッフと共にクラスで作業している間以外の礼拝の前

と間のお子さまについては、ご両親が全責任を負っていることをご了承ください。また礼拝後の交わりの

時間においても、子どもの監督は親がすることが期待されています。 

 

カリキュラム 

 

多くの子どもたちの集中力は５分から１０分程度しか持続しないことから、クラスの進行は以下

のようなプログラムに分かれています： 

1. 軽くおしゃべりをして、子どもたちの状態をチェック 

2. ジーザス・バイブルストーリー（サリー・ロイドジョーンズ著）の聖書物語を読む。テーマについて

の短いディスカッション、レッスンのポイントをおさらいし、強調するため時に小道具を使用 

3. レッスンの内容を印象づけるような工作かゲーム 

4. 後片付け 

5. 全員で一緒に礼拝に戻る 

 

祈る、歌う、献金をする、といったようなことは全体礼拝の中で家族で一緒に行います。グレー

スシティキッズの時間内でも、教師の判断によっては祈ったり、歌ったりすることもあります。特別に、

教師が子どもたちにおやつを与えることもあります。もしそのような場合は、教師はアレルギーを持って

いる子どもの親に相談することになっています。 

 

クラスの中でのお約束 

 

1. 先生の言うことを聞くこと. 

2. 静かにお話を聞く. 

3. 他人にやさしく、安全に 

4. 手足を使って人の邪魔をしない 
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その他のグレース・キッズの活動 

 

年に二回、グレースシティスタッフとボランティアでグレースキッズのお出かけをします。ぜひ

ともご両親・兄弟お誘いの上参加し、子どもたちやスタッフを励まし、教育の機会を広げてあげてくださ

い。さらに、毎月第一日曜日は、１４時からキッズ向けダンスクラスを開催しています。クリスチャンの

プロの先生がダンスを通じて神を礼拝し、体を動かしながら、楽しむことを教えてくれます。毎年ゴール

デンウィーク中に行われるグレースシティチャーチのリトリート（５月の第一週）では、両親がバイブル

スタディをやっている間、子どもたちは専用のキッズ向けプログラムを楽しむことができます。その他グ

レースキッズの活動に関しては、ぜひともスタッフにアイデアをお寄せください。 

 

注意事項 

 

グレースキッズ向けのクラスには、スタッフに承諾を得ない限りおもちゃやお菓子は持ち込まな

いでください（アレルギー疾患のある子どもに注意！）。グレースキッズの時間が始まる前までにはトイレ

を済ませておき、清潔な手でクラスに入るようにしましょう。礼拝場所の乳幼児スペースは、どちらかの

親がいて、相談をしなければいけない事情があれば別ですが、子どもは立ち入ることはできません。教会

所有のおもちゃは、乳幼児スペースから出さないようにしてください。茶菓や飲み物は、礼拝に参加した

人向けにフォローシップタイムに出されるものです。礼拝中は食べず、礼拝が終わってからあげるように

してください。 

 

 

④ バンド・オブ・グレース 

 

目的 

 

グレースシティチャーチの中高生向けユース・プログラムは、考えさせられるメッセージ、真の

交わり、具体的な奉仕活動を通じて、イエス・キリストを分かりやすく魅力的に伝えることを目指してい

ます。東京中のディーンエージャーが、イエス・キリストを個人的に知り、学校やコミュニティにおいて

真実の福音に生きるよう、ムーブメントを起こすのが私たちのビジョンです。 

 

コアバリューと信念 

 

1. 福音中心：聖書について学んだり、ディスカッションをしたりすることを通じて霊的成長を促す 

2. 喜びにあふれる：一人ひとりの学生が知られ、愛されていることが分かるような、和気あいあいとし

た楽しい環境を提供する  
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3. 外向き：クリスチャンであれノンクリスチャンであれ、学生が大事にされ、尊敬されるようなコミュ

ニティを醸成する 

4. あわれみの意識：都会の中で助けを必要としている人々に定期的に仕えることで、私たちが受けた恵

みを他者と分かち合う 

 

活動内容とその考え方 

 

バンド・オブ・グレースは、最低月に二回は集まります。第二週の週末（土曜日か日曜日）には、

銀座のスターバックスでバイブルスタディをします。通常グレースシティのコミュニティグループが使用

する同じ教材を使用しますが、年齢に合わせて修正しています。第４週の週末は、ピザパーティ、カラオ

ケ、ボウリング、映画鑑賞やスポーツをするなど、お楽しみイベントを開催します。バンド・オブ・グレ

ースのメンバーには、これらのイベントに（ノンクリスチャンの）友達を誘うよう、勧めています。お楽

しみイベントは学生たちが 

 

発案することになっており、その企画も任されます。グレースシティのスタッフ、ユースグルー

プリーダーは、必要なリソース、ガイダンスやカウンセリングを携えていつでも学生の相談に乗ります。

私たちは、率先して何かをやったり、責任を果たしたりすることは、習得しなければ身に付かないスキル

だと認識しています。グレースシティのコミュニティは、このように社会的・霊的成熟に大いに貢献する

スキルが培えるよう、安全な環境を提供し、促進するよう努めています。霊的・社会的成長を促すことは、

バンド・オブ・グレースにとどまらず、グレースシティチャーチコミュニティ全体において取り組んでい

ることでもあります。よって、ワーシップチームへの参加、グレースシティリリーフ、アメイジング・グ

レイス女性向けミニストリーへの参加、グレースキッズやその他の活動のお手伝いをすることは、そこか

ら何かを学び、信仰を成熟させ、居場所を見つけ、教会というキリストの体を喜ぶための手段であると私

たちは考えています。 

連絡先 

 

ファミリーミニストリーについてのお問い合わせ、意見、

アイデアをぜひエリーネ・デボーまでお寄せください。 

elinel@lgracecitychurch.jp （eメール） 

090-2871-7868（携帯） 


